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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガス供給管のための医療ガス放出口を得るよう構成されたガス放出口装置であって、
　ガス放出開口を含むよう形成された前側カバーと、
　前記前側カバーに連結された後側プレートと、
　入口端部と、出口端部と、前記入口端部と前記出口端部との間に配置された弁とを有す
るガス放出口筒体と、
　前記後側プレート上に位置する保持部分と、
　を具備し、
　前記保持部分と前記筒体が第１の状態にある時は、前記保持部分は前記出口端部に近接
した前記筒体と係合して、前記筒体を前記後側プレートと前記カバーとに固定し前記筒体
の前記出口端部を前記前側カバーに形成された前記ガス放出開口と整列するように構成さ
れ、
　前記保持部分と前記筒体が前記後側プレートからの前記筒体の取外しを容易にする第２
の状態にある時は、前記保持部分は前記筒体と係合しないよう構成され、
　前記保持部分と前記筒体が前記第２の状態にある時に前記保持部分が前記後側プレート
に結合され、
　前記保持部分が前記後側プレートに結合した掛止プレートを含み、前記掛止プレートが
前記筒体を前記後側プレートに留め付ける第１の位置から前記筒体を前記後側プレートか
ら取り外し可能にする第２の位置に移動可能となっているガス放出口装置。
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【請求項２】
　前記筒体が前記出口端部に近接して配置された外側フランジを含むよう形成され、前記
後側プレートが前記筒体の前記フランジを受入れるよう構成された開口を含むよう形成さ
れている請求項１に記載のガス放出口装置。
【請求項３】
　前記第１の位置において前記筒体を前記後側プレートに留め付けるべく前記プレートは
前記筒体の前記フランジに係合し、前記第２の位置において前記筒体を前記後側プレート
から取り外し可能にすべく前記掛止プレートは前記フランジから離間している請求項２に
記載のガス放出口装置。
【請求項４】
　前記掛止プレートが細長い溝を含み、さらに前記細長い溝を通って延び前記掛止プレー
トを前記後側プレートに連結する締結具を具備している請求項１に記載のガス放出口装置
。
【請求項５】
　前記掛止プレートを前記後側プレートに連結するよう構成された締結具をさらに具備し
、前記締結具を取外すことなく前記筒体を前記後側プレートへ取付けおよび取外し可能に
すべく、前記締結具が、前記掛止プレートを前記後側プレートに固定する第１の位置から
前記掛止プレートを前記後側プレートに対して動かすことのできる第２の位置まで動くこ
とができる請求項１に記載のガス放出口装置。
【請求項６】
　前記掛止プレートが前記筒体の前記フランジと係合するよう構成された内側に突出する
縁を含んでいる請求項３に記載のガス放出口装置。
【請求項７】
　前記筒体が非対称のフランジを有し前記後側プレートが非対称の開口を含むよう構成さ
れ、前記筒体を前記後側プレートへ留め付けるべく前記筒体を回転させると、前記後側プ
レートの一部が前記フランジと係合するよう構成されている請求項２に記載のガス放出口
装置。
【請求項８】
　前記後側プレートに形成された前記開口が第１及び第２のわん曲側壁と平坦な頂壁と平
坦な底壁とによって区画形成され、前記筒体の前記フランジが前記後側プレートの前記平
坦な頂壁と前記第１及び第２の側壁とを通って挿入される大きさの平坦な頂部を含み、前
記筒体の回転により前記フランジの一部が前記平坦な頂壁に近接した前記後側プレートに
よって係合することにより前記筒体を前記後側プレートに連結する請求項３に記載のガス
放出口装置。
【請求項９】
　前記後側プレートに形成された前記開口がタブを含むよう形成され、前記筒体の前記フ
ランジが前記タブに嵌まる大きさの細長溝を含むよう形成されることにより前記フランジ
が前記後壁と前記前側カバーとの間に位置するようにし、前記筒体の回転により前記フラ
ンジの一部が前記タブと係合し前記筒体を前記後側プレートに固定するようにしている請
求項３に記載のガス放出口装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の背景と概要
本発明はガスを部屋に供給するためのガス放出口に関する。さらに詳細には本発明はガス
放出口の保守又は修理を容易にする改良されたガス放出口の前側本体に関する。
【０００２】
加圧されたガスの供給源を部屋のガス放出口に設けることが知られている。医療用の治療
設備において、酸素、亜酸化窒素、空気、二酸化炭素、及び窒素のようなガスが壁パネル
又は天井の放出口を通って部屋に供給される。ガス放出口と係合しガスの特定連結具を提
供する取外し自在のアダプタを設けることが知られている。このような公知のガス放出口
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システムは典型的には壁、頭壁、又は天井から延びるガス供給管に連結された後側本体組
立体に連結されるように構成された弁又は筒体を有する前側本体を含んでいる。
【０００３】
前側本体の弁又は筒体は時折取外され磨耗した部分を取替えるたに修理しなければならな
い。特に、筒体内部のＯリングのシールはガスの流れに対し満足できるシールを保持する
ために取替えなければならない。筒体を前側本体から取外し可能とし修理ができるように
することが知られている。しかし従来の筒体の取外しは困難であり数個の部品の取外しが
必要である。これらの弛められた部品は落下し、紛失し又は置き違えるおそれがある。
【０００４】
本発明のガス放出口は筒体を前側本体に連結するための改良された掛止又は保持機構を提
供する。本発明の装置は紛失や置き違えを生じるような締結具又は他の部品の前側本体か
らの取外しを要しないで筒体を修理のために前側本体から迅速に取外すことができるよう
にする。
【０００５】
本発明の他の特徴は当業者にとって、以下に記載される本発明を実施する最良の形態を例
示する図示の実施態様の次の詳細な記載を考察することにより、明らかとなるであろう。
【０００６】
詳細な記載は特に添付図面を参照してなされる。
【０００７】
図面の詳細な説明
図面を参照すると、図１と２はガス放出口システムの前側本体１０を示している。前側本
体１０はガス放出開口１４と締結具１８を受入れる離間した開口１６とを有する前側カバ
ー１２を含んでいる。解放ボタン２０が前側カバー１２に連結される。キー開口２２がま
た前側カバー１２に形成されている。キー開口２２は特定型式の探針組立体４４、例えば
アライド探針上の突起５０と係合する。異なる型式のキーシステムを有する放出口に対し
ては前側本体組立体の他の構造が用いられる。本発明はアライドキーに限定されない。前
側本体１０はプリタン－ベネット探針、ディス筒体等を含む任意の型の探針を受入れるよ
うキーを設けることができる。
【０００８】
図２は締結具２６により前側カバー１２に連結された後側プレート２４を示す。後側プレ
ート２４は弁又は筒体３０の端部８０を受入れるようになっている開口２８を含むように
形成されている。掛止又は保持機構３２が筒体３０を後側プレート２４に固定するために
設けられる。掛止機構３２は図示の例では掛止プレート３４と後側プレート２４に連結さ
れた締結具３６とを含んでいる。掛止機構３２と筒体３０の後側プレート２４への連結部
との詳細は図６から１０を参照して以下に述べられる。
【０００９】
筒体３０は図示の例では第１ピストン３８、第２ピストン４０、及びＯリングシール４２
を含んでいる。探針が前側本体１０に挿入されていない時は、第２ピストン４０上のＯリ
ングシール４２はガスが筒体３０を通って流れるのを阻止する。第１ピストン３８はごみ
の栓及びスペーサとして作用し適当な探針が挿入されなかったならばガスが筒体３０を通
って流れることがないようにする。
【００１０】
図４は前側本体１２の開口１４への探針４４の挿入を示している。探針４４は開口１４に
進入し第１ピストン３８を図４の矢印４８の方向に動かす中央突起４６を含んでいる。探
針４４はまたキー開口２２に入るキー突起５０を含んでいる。図３と４に示されるように
、キー突起５０はプレート５２により所定位置にロックされる。解放ボタン２０の下方へ
の運動によりプレート５２は下方に動かされ探針４４の突起５０を解放する。適当な探針
が図４に示されるように挿入されると、探針突起４６の先端が第１ピストン３８を矢印４
８の方向に動かす。第１ピストン３８の運動により第２ピストン４０とＯリングシール４
２とが弁座から離れるよう動かされガスが筒体３０を通って流れ探針突起４６の中に流入



(4) JP 4492835 B2 2010.6.30

10

20

30

40

50

できるようになる。
【００１１】
図５はさらに前側本体１０が面プレート５４に連結されたガス放出口組立体の詳細を示す
。面プレート５４がプラスチックであったならば、面プレート５４は適当な締結具５８に
より鋼の裏側プレート５６に連結される。面プレート５４が亜鉛ダイカストのような金属
から作られている場合は、鋼の裏側プレート５６は必要でなくなる。後側本体組立体６０
は図示のように前側本体組立体１０に連結される。ガス供給管６２が後側本体組立体６０
に連結される。後側本体組立体６０は円筒状パイプ６４、Ｏリングシール６６、及び後側
本体組立体６０のパイプ６４を前側本体組立体１０の筒体３０に対してシールするブッシ
ュ６８を含んでいる。
【００１２】
上記したように、異なる型の前側本体を所望の連結部の型式に応じて用いることができる
。さらに、後側本体組立体は異なる型の後側連結部のために取替えることもできる。前側
本体１０はまた１／４ＮＰＴＭ検査ユニット、ＤＩＳＳ接続具、ホース係止接続具、銅チ
ューブ接続具、又は任意の他の所望の接続具に連結することができる。
【００１３】
筒体３０のためのこの改良された掛止機構３４は図６から１０に最も良く示されている。
上記したように、掛止機構３４は任意の所望の型のガス放出口と共に用いることができ、
前側本体１０の特定の構造に限定されない。
【００１４】
筒体３０を修理のために取外すことが必要となった時は、締結具３６が弛められそれによ
り掛止プレート３４が図６の矢印７０の方向に上方に向って摺動することができるように
する。図７から１０に示されるように、筒体３０は環状リング７２と筒体３０の端部８０
に近接した環状リング７２より大きな直径を有するフランジ７４とを含んでいる。環状リ
ング７６はまた図８に示されるように筒体３０の端部８０に形成される。Ｏリングシール
８２が第１ピストン３８を取巻く環状リング７６の内部に配置されている。
【００１５】
掛止プレート３４は、筒体３０のフランジ７４に係合し筒体３０を前側本体１０の内部に
保持するよう構成された内側に突出する縁８４を含むように形成される。掛止プレート３
０が図６に示されるようにフランジ７４を通過して矢印７０の方向に上方に向って動かさ
れると、筒体３０は後側プレート２４に対して下方に向って角度８６で回動され筒体３０
の内部の構成部品の修理のため後側プレート２４から取外すことができる。
【００１６】
掛止機構の詳細がさらに図８から１０に示されている。掛止プレート３４は細長い溝８８
を含んでいる。締結具３６が細長溝８８を通って後側プレート２４に形成されたねじつき
開口９０の中に延びている。締結具３６を受入れるねじつき開口がまた必要ならばカバー
１２に形成されることが理解される。細長溝８８は掛止プレート３４が締結具３６を取外
さずに図８の２頭矢印９２の方向に上下に動くことができるようにする。したがって、締
結具３６と掛止プレート３４とは筒体３０の取外しの間前側本体１０に連結されたままと
なりこれらの部分が紛失したり置き違えたりすることがないようにする。
【００１７】
他の型の固定又は保持機構が筒体３０を後側本体組立体１０に保持するのに用いられるこ
とが理解される。例えば、ばね付勢された部材が筒体３０を図１０のロックされた位置へ
と下方に向って保持するのに用いられる。このようなばね付勢の部材は筒体３０を前側本
体１０に固定するため別の締結具と共に又はこの別の締結具なしで用ることができる。他
の型の摺動連結機構を用いることもできる。さらに筒体３０のバイヨネット型（差込み型
）の連結具を用いることができる。筒体３０は後側プレート２４に形成された非対称の開
口に挿入され回転されそれにより筒体のフランジが図１１～１７を参照して以下に記載さ
れるように筒体３０を回転しないでは後側プレート２４から取外すことができないように
する非対称のフランジを有している。
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【００１８】
図９と１０は掛止プレート３４が下方に向って矢印９４の方向に動かされた時に掛止プレ
ート３４の内側に突出する縁８４が筒体３０に重なり係合することを示している。掛止プ
レート３４がフランジ７４に係合すると、締結具３６は緊締され筒体３０をロックされた
位置に固定する。
【００１９】
プレート２４は筒体３０の端部８０を受入れる開口２８を含むよう形成される。この開口
はフランジ７４の直径に実質的に等しい直径を有する外側部分９８を含んでいる。リップ
部分１００がフランジ７４の底部分に係合し筒体３０を図９と１０に最も良く示されるよ
うに前側本体１０上に保持する。すなわち、フランジ７４がリップ１００によりプレート
２４の後側にロックされる。リップ１００は環状リング７２に係合するよう構成されたわ
ん曲した切込み１０１を含んでいる。開口９６の頂面１０２は掛止プレート３４の内側に
突出する縁８４が動く空間を提供する。図８と１０は筒体３０より前に前側本体１０に挿
入されるようになっているワッシャー１０４を示している。ワッシャー１０４は図１０に
最も良く示されるようにＯリング８２のためのシール面を提供する。カバー１２が適当な
シール面を含むよう形成されそれによりワッシャー１０４が必要でないようにすることの
できることが理解される。
【００２０】
作動時、筒体３０を前側本体１０に装填することを要する時は、筒体１０が図７に示され
るような角度で傾斜されフランジ７４がリップ１００の後側の開口２８の内部に配置され
る。筒体３０は次に上方に向って図７の矢印１０６の方向に回転され掛止プレート３４は
上方に向って矢印７０の方向に動かされる。筒体３０が図６の位置となると、掛止プレー
ト３４が下方に矢印９４の方向に図２，９及び１０に示される位置へと動かされそれによ
り縁８４がフランジ７４に重なるようにする。締結具３６がついで締めつけられ内側に延
びる縁８４を筒体３０のフランジ７４に接して保持し筒体３０を前側本体１０に固定する
。これらの段階は筒体３０を修理のための前側組立体１０から取外すには逆にされる。
【００２１】
本発明の他の実施態様が図１１～１６に示されている。図１～１０と同じ番号によって示
されるその要素は同一の又は類似の作用をする。前側本体１２はガス放出口１４と前側カ
バー１２に形成されたキー開口１２０及び１２２とを含んでいる。後側プレート１２４が
後側パネル１２６と側壁１２８及び１３０とを含んでいる。後側プレート１２４は締結具
２６によって前側カバー１２に連結されるように構成される。後側プレート２４の後側パ
ネル１２６が筒体３０の放出口端部８０を受入れるよう構成された中央開口１３２を含む
よう形成される。ワツシャー１０４とＵ字型ばねクリップが前側本体１０に配置される。
Ｏリング８２が上記したように筒体３０をシールするために設けられる。
【００２２】
図１１～１６の実施態様では、筒体３０のフランジ７４が平坦面１３３を含むよう形成さ
れそれによりフランジ１７４が非対称となるようにしている。開口１３２が、ほぼ円弧状
で外側フランジ７４の曲線と合致するような第１及び第２の側壁１３４と１３６によって
、一部が区画形成される。開口１３２はさらに底部の平坦壁１３８と頂部の平坦壁１４０
とによって区画形成される。側壁１３４，１３６と頂部平坦壁１４０は共働して平坦部分
１３３とフランジ７４の近接したわん曲部分とを受入れる大きさの開口を区画形成する。
【００２３】
筒体３０の後側プレート１２４への取付けが図１２～１６に示されている。最初に、フラ
ンジ７４のわん曲部分が図１２に示されるようにある角度で整列されそして底部平坦壁１
３８の後側に配置される。次に、平坦面１３３が平坦壁側１４０と整列され筒体３０が上
方に図１２の矢印１４２の方向に図１３と１４に示される位置へと回転される。図１３と
１４の位置で、筒体３０のフランジ７４の全体が後側プレート１２４と前側カバー１２と
の間に位置決めされる。筒体３０が図１３と１４に示される位置に配置されると、筒体が
図１４の矢印１４４によって示されるように回転される。したがって、フランジ７４の頂
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部平坦部分１３３が図１５と１６に示される位置に回転し筒体３０を後側プレート２４に
ロックする。言い換えれば、フランジ７４のわん曲部分が後側プレート１２４に形成され
た頂壁１４０の後側を上方に向って回転し筒体３０を前側本体１０に固定する。
【００２４】
筒体３０は、筒体を矢印１４６の方向に回転することにより、又は筒体を矢印１４４の方
向にもしくはフランジ７４の平坦部１３３が後側プレート１２４に形成された平坦壁１４
０と再び整列されるまで回転し続けることにより、前側本体１０から修理のために容易に
取外すことができる。筒体３０はそれから下方に図１２の位置に回動され前側本体１０か
ら取外すことができる。
【００２５】
本発明のさらに他の実施態様が図１７に示されている。図１から１６と同じ番号によって
示される各要素は同一の又は類似の作用をする。図１７の実施態様において、後側プレー
ト１２４は底部平坦壁１３８から間隔をおいた頂部タブ部分１５０を含むように形成され
る。筒体３０のフランジ７４はタブ１５０より僅かに大きい寸法とされた溝１５２を含む
よう形成される。したがって、筒体３０は後側プレート１２４に上記したのと同様なやり
方で取付けられる。筒体はまずある角度で整列されまたフランジ７４の一部が底部平坦壁
１３８の上に引っ掛けられる。筒体３０は次に上方に回動され溝１５２がタブ１５０と整
列されそれにより溝１５２がタブ１５０の上を通過するようにする。フランジ７４が前側
本体１０の後側プレート１２４と前側カバー１２との間に配置された後、筒体３０は回転
されそれによりタブ１５０がフランジ７４の一部と係合し筒体３０を前側本体１０の内部
に保持する。筒体３０は、フランジ７４に形成された溝１５２が後側プレート１２４に形
成されたタブ１５０と整列されるまで筒体３０を回転することにより、前側本体１０から
修理のために容易に取外すことができる。筒体３０は次に下方に図１２の位置へと回動さ
れ前側本体１０から取外すことができる。
【００２６】
図示された全ての実施態様において、筒体３０はしたがって前側本体組立体１０から、部
品を前側本体組立体１０から取外さずに取外すことができる。これは部品が筒体３０の修
理又は保守の間に紛失したり置き間違えたりすることを少なくする。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のガス放出口システムの前側本体の前面図である。
【図２】　図１の前側本体の後方斜面図である。
【図３】　前側本体の弁又は筒体の作用を示す図２の前側本体の部分切断面である。
【図４】　ガスが流れるよう探針を筒体に挿入するところを示す一部を切欠いた後方斜面
図である。
【図５】　後側本体組立体に連結された図１から４の前側本体を示す断面図である。
【図６】　筒体を前側本体から解放するための掛止機構の運動を示す図２と同様な斜面図
である。
【図７】　筒体の前側本体からの取外しを示す図６と同様な斜面図である。
【図８】　前側本体から取外された掛止具と筒体とを示す本発明の他の実施態様の斜面図
である。
【図９】　掛止機構の作用をさらに示す後面図である。
【図１０】　筒体の前側本体組立体への連結をさらに示す図８の１０－１０線に沿った部
分断面図である。
【図１１】　前側カバー、後側プレート、及び前側本体に連結されるように構成された弁
又は筒体を含む前側本体の他の実施態様の分解斜面図である。
【図１２】　筒体の前側本体への挿入を示す図１１の前側本体の縦断面図である。
【図１３】　筒体が上方に回動され筒体のフランジが前側本体の後側プレートの背後に位
置するようにしている図１２と同様の図である。
【図１４】　図１３の１４－１４線に沿った断面図である。
【図１５】　筒体が前側本体に連結するために回転されている図１４と同様の断面図であ
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る。
【図１６】　さらに筒体を前側本体にロックするところを示す図１５の１６－１６線に沿
った断面図である。
【図１７】　後側プレートと筒体の他の構造を示す本発明のさらに他の実施態様の分解斜
面図である。
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【図１５】 【図１６】
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